石狩市業務改善運動

『あいかぜ運動』実施要領

～　あなたの職場から風を起こそう　～
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石　狩　市

１　目的

この運動は、職員の業務執行に関する創意工夫を奨励し、積極的な業務改善を行うことによって、職員の意識改革及び士気の高揚を図り、もって市民サービスの向上に寄与することを目的とする。

２　推進期間
集中してこの運動を推進するためにも、推進期間は平成１９年度から２１年度までとする。

３　募集対象
募集の対象は、前年度における改善の実績を報告する「報告部門」と今後に向けた改善を提案する「提案部門」の２部門とし、その内容は、次の各号に掲げる事項を基調とする。なお、「報告部門」については、平成１９年度に限り前々年度までの改善の実績を対象とする。
（１）市民サービスの向上に寄与すること。
（２）業務能率が向上すること。
（３）コスト（経費、人工、時間）の節減になること。
４　報告（提案）者の資格

職員個人による提案よりも職場単位としての報告（提案）で競い合うことにより、チームとして明るく楽しく業務改善運動ができるものと考えることから、報告（提案）は課または担当の職場単位を基本とするが、複数の職員からなるグループなども含めるものとする。
また、「提案部門」については、自らの職場に関わるものを基本とするが、他の職場に関わるものも含めるものとする。
５　職員への周知

全職員でこの運動に取り組むために、次の方法などにより職員への周知を図るものとする。また、各職場の所属長は、所属職員に対し、常にこの運動の奨励に努めるものとする。

（１）キックオフ宣言：市長によるキックオフ宣言を行う。

（２）メール：everyoneで送信する。
（３）その他：部長連絡会議及び主管課長会議などを通して依頼する。
　　
※キックオフ宣言：各種の取り組みを行う上で、はじめにアクションを起こす際に、その取り組みの代表者等が構成員を一同に集めてその実施を宣言すること。
６　募集期間
　　毎年度６月１日から７月３１日までの２か月間とする。

　　
７　報告（提案）の方法

報告（提案）をしようとする者は、「様式第１号　石狩市業務改善（報告・提案）書」（４ページ）に必要事項を具体的に記入し、参考資料を添えて企画財政部行政経営推進室参事（行財政改革担当）に提出するものとする。
８　受付

企画財政部行政経営推進室参事（行財政改革担当）は、当該報告（提案）書に報告（提案）番号を付して受け付けるものとする。

９　審査
報告（提案）の審査は、第１次審査と第２次審査の２段階とする。

（１）第１次審査

　　　書類による審査とする。審査は、職員投票により行うものとし、「報告部門」は上位２０位まで、「提案部門」は上位１０位までを第１次審査通過者とする。なお、職員投票は、電子申請システムの簡易申請機能を利用して実施するものとする。
（２）第２次審査

プレゼンテーションによる審査とし、第１次審査通過者を対象とする事例発表会を公開により開催する。審査は、「改善効果」、「創意工夫」、「研究努力」、「着眼点」などの視点から、業務改善推進プロジェクトチームのメンバー及び市民審査員が審査を行い、石狩市行政改革推進本部に報告するものとする。
（３）最終審査

　石狩市行政改革推進本部は、業務改善推進プロジェクトチームの審査結果を参考として、部門ごとに「最優秀賞」、「優秀賞」、「あいかぜ賞」等の各賞を決定するものとする。また、「提案部門」については、あらかじめ次の各号に掲げる事項のいずれかに決定するものとする。
　なお、各賞については、該当者なしということもあり得るものとする。
ア　実施する：提案内容の全部又は一部について、実施することが適当と認められるもの若しくは業務執行の向上に著しい示唆を与えることができると認められるもの。
イ　実施しない：実施が不可能又は不適当なもの及び改善効果に疑問があるもの。
ウ　その他：さらに検討を要するもの。
10　報告（提案）者への通知

　　市長は、「様式第２号　石狩市業務改善審査結果通知書」（５ページ）により報告（提案）者に通知するものとする。
11　表彰
　　市長は、最終審査の結果に従い、報告（提案）者に対し、表彰状を授与するものとする。
12　公表

受賞者は、報告（提案）内容とともに、市のホームページなどで公表するものとする。

13　採用提案の実施

市長は、採用した提案の実施について、関係所属長に必要な指示を与えるものとする。

14　実施報告

採用した提案を実施した関係所属長は、その結果を、速やかに石狩市行政改革推進本部を経由して市長に報告するものとする。

15　優良事例の実践
各職場の所属長は、審査結果にかかわらずその内容を十分検討し、自らの職場に生かすことができる事例については、積極的に実践するものとする。

様式第１号

石狩市業務改善（報告・提案）書

	職場(ｸﾞﾙｰﾌﾟ)の名称
	　　　　　　部　　　　　　課　　　　　　担当

	
	

	構成職員名
	代表者：

	
	

	報告（提案）事項の名称
	

	報告（提案）事項の内容
	※現状及び問題点、改善策を具体的に記入してください。

	報告（提案）事項の実施による効果
	※数値化できる場合は、数字などで具体的に記入してください。

	改善効果額
	千円
（人工削減については、職員１人当たり８００万円で積算してください。）

	添付資料
	　　　　　□有・別添のとおり　　　　□無

	所属長記入欄
	※職場が課等の場合は部長職、担当の場合は課長職が記入してください。

グループによる提案の場合は、記入する必要はありません。　


様式第２号

石狩市業務改善審査結果通知書
平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　様

石狩市長　　　　　　　　　　　

	報 告（提 案）事項の名称
	　

	受付年月日
	　
	受付番号
	No.


　標記の報告（提案）事項について、審査意見等を踏まえ検討した結果、次のとおり決定したので通知します。
	審査結果
	

	
	提案事項の場合
	□実施する　　□実施しない　　□その他

	採点結果
	審査項目
	評点
	審査項目
	評点

	
	１　改善効果
	
	４　着眼点
	

	
	２　創意工夫
	
	５　総合点
	

	
	３　研究努力
	
	総評点
	

	審査内容
	


（参考資料）

今後のスケジュール
５月３１日　　　　　　キックオフ宣言
６月１日～７月３１日　報告（提案）募集
８月上旬　　　　　　　職員へ事例を周知
８月中旬～下旬　　　　職員による第１次審査
９月上旬　　　　　　　第１次審査結果公表
９月下旬　　　　　　　事例発表会開催による第２次審査
１０月中旬　　　　　　　行政改革推進本部での最終審査
１０月下旬　　　　　　　第２次審査結果公表、市長表彰
１１月上旬　　　　　　　優良事例を市ホームページで公表

１１月中旬～下旬　　　　職員アンケート実施
業務改善推進プロジェクトチーム

　メンバー
・総務部　　　　小鷹　雅晴

・企画財政部　　上田　均（サブリーダー）

・市民部　　　　中川　洋二

・生活環境部　　鈴木　正利

・保健福祉部　　久保田　道子、伊藤　学志

・建設部　　　　廣長　秀和

・経済部　　　　幸田　孝仁

・水道部　　　　伊藤　高行

・教育委員会　　百井　宏己（リーダー）

・厚田支所　　　尾山　忠洋

・浜益支所　　　赤間　聖司

・その他　　　　松本　博

　　　　計　　　　１３名

　事務局

・企画財政部行政経営推進室参事（行財政改革担当）

　　・総務部行政管理課
�

















アイデアを　いっぱい出して　カイゼン運動を　ぜひとも成功させよう
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